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斑点米を発生させるアカスジメクラガメの寄主選好性
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1 は じ め に

斑点米を発生させるメクラカメムシ類は,牧草地やイネ

科雑草で増殖し,出穂後の水田にとび込み籾を吸汁加害す

ることが知られている。

岩手県内でも近年,斑点米被害が増加しているが,その

主な原因となっているのはアカスジメクラガメと考えられ

ている。本種の多発と,転作牧草地の草種の関係が深いこ

とは宮城県
3),広
島県
1),及び岩手県

2)等で報告されてい

るが,1990年に実施した圃場調査と放飼試験により,こ れ

らを裏付ける知見が得られたので報告する。

2試 験 方 法

(1)各種植物の穂に対する産卵選好性

1)野外での産卵状況調査
1990年 9月 に,ア カスジメクラガメ多発草地,及び水田

畦畔雑草 (滝沢村,石鳥谷町)か ら植物の穂を採集し,実
験室内において,その後のふ化幼虫数を調査した。

供試植物は,イ タリアンライグラス,メ ヒシバ,エ ノコ

ログサ,カ ゼクサ,ペ レニアルライグラス。

2)放飼実験
1990年 9月 に,農試場内から採集した各種植物の開花中

の穂数本を小瓶にさし,同一水槽 (容積約30′ )内にいれ,

圃場から採集したアカスジメクラガメ成虫20頭 (雌雄比率

1:1)を放飼し,5～ 6日 間経過後に各草種毎の産卵数
を調査した。

供試植物はイタリアンライグラス,ペ レニアルライグラ

ス,チモシー,オーチャードグラス,イ ネ (品種たかねみ

のり),ヒ エ,エ ノコログサ,メ ヒンバ,カ ゼクサ。

表 1 アカスジメクラガメ多発地の草種別産卵状況

2)野外での草種別寄生状況
1)掬い取り調査
1990年 6月 から9月 に,多発地 (石鳥谷町)の転作牧草

及び畦畔雑草等で車種別に補虫網による掬い取り (20回往

復振)を行った。
2)観察調査
1990年 9月 に,多発地 (滝沢村,石鳥谷町)で草種別に

本種の生息状況を調査した。調査穂数は30～100本/草種。

3 試験結果及び考察

(1)産卵選好性

1)野外から採集した植物の穂からのアカスジメクラ
ガメふ化推移は表 1の とおりで,イ クリアンライグラスか

らは多数のふ化が認められたが,その他のメヒシバ等の植

物からはほとんど
`、

化は認められなかった。

2)放飼実験結果は表 2,3のとおりで,イ タリアン
ライグラスに最も産卵が多く,全産卵数の56%～72%を 占

めた。次いで産卵が多く認められたのはペレニアルライグ

ラス,ヒ エ,オ ーチャードグラスで,イ ネには少なかった。

0)草種別寄生状況
1)掬い取り調査結果は表 4のとおりで,第 1世代成

虫発生盛期の6月 29日 には,転作牧草地のイタリアンライ

グラスのみにアカスジメクラガメの生息が認められ,他の

草種,及び水日には生息が認められなかった。

第 3世代成虫の発生盛期の 8月 13日 には,転作牧草地は

刈り取り後で,カ メムシ密度は低かったが,畦畔で雑草化

して出穂中のイタリアンライグラス及びメヒシバ等で成幼

虫の発生が認められ,穂揃い期にあつた隣接水田でも成虫

の生息が認められた。 8月 21日 には牧草・雑草及び水田と
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(9/8～ 13放飼)
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表 2 アカスジメクラガメの草種別産卵選好性

*3穂当り。

表3 アカスジメクラガメの草種別産卵選好性
(9/18～ 9/24放飼)

植 物 名 比率 (%)

表5 野外におけるアカスジメクラガメ寄生植物
(1990)
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も密度が低下したが,第 4世代成虫の発生が始まった 9月

5日 には転作牧草地のオーチャードグラス,メ ヒシバで成

幼虫密度が高く,水国内にも成幼虫が認められた。

2)観察調査の結果は表 5のとおりで,9月 7日 に調
査した滝沢草地ではイタリアンライグラスで成虫寄生数が

多く,次いでチモンー,メ ヒンバ,ヒ ェの1順で,エ ノコロ

グサには寄生が認められなかった。 9月 17日 に調査した石

鳥谷転作牧草地では,メ ヒシバに成虫寄生数が多く,イ タ

リアンライグラスの約 2倍であった。

13)以上の結果から,ア カスジメクラガメは,イ タリア

ンライグラスに生息数及び産卵が集中する傾向が明らかで

本種の重要な発生源になっていることが確認された。

このことは,既知見
1)2)の でも示されているが,本報告

表4 アカスジメクラガメの草種別寄生状況
(1990,石鳥谷町)
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では,本種の産卵選好性と圃場での寄主選好性との両面に

ついて明らかにできた。

本種が転作牧草の多い地域で多発し,斑点米を多発させ

る機構は,アカスジメクラガメは年に3～ 4世代を繰り返

すため,増殖に好適な寄主植物であるイタリアンライグラ

スが通年存在することによって密度が高まりやすく,年 1

～ 2世代しか経過 しない大型カメムシ類 (オ オトゲシラホ

シカメムシ等)よ り多発する頻度が高くなることにあると

考えられる。

本試験でメヒンバやヒェ等の雑草にも産卵が認められた

が,こ れらの一般に発生している植物と,イ タリアンライ

グラスとでは本種の増殖源としての価値が異なるものと推

測されるので,今後はこの点を明らかにし,耕種的防除対

策を確立する必要がある。

4 ま と め

斑点米を発生させるアカスジメクラガメの産卵選好性と
,

水田周辺の寄生植物を調査した結果.いずれもイタリアン

ライグラスに集中する傾向が認められた。

このことから,転作牧草として作付されたイタリアンラ
イグラスで本種が増殖しやすく,斑点米被害を多発させる

原因になっていると考えられた。
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